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ⅠⅠ ソ連経済における地域別固定 フォン ド構造

京都大学院学生 田 中 宏

(報告要旨)

1970年代に入 り,ソ連では ｢地域｣や ｢地域構造｣をめぐる研究や政策提案がさかん

になっていることを考慮し,ソ連経済がもっている構造的な内的矛盾を全体として地域

的断面の視点から掌握すること,これが本報告の課題であるOその場合,理論の演梓に

J:ってこれを解明することを排隠し,地域構造の総体に関する入手可能な統計等の資料

を加工 整艶 分析することにi:って解明することが本報告の特徴であるD加工 分析

の際には,経済地区区分を基礎に,共和国区分を加味した26地域区分が採用されてい

るD雑音の構成は次のとおりであるo

はじめに

Ⅰ ソ連経済の地域別投資構造

Ⅱ ソ連経済の地域BTJ固定フォント枚造

Ⅲ フォント装備度の地域別構造

Ⅳ 固定フォンドおよび国民所得の地域別構造

まとめにかえて

ソ連経済の地域別固定ソォ/卜構造の発展を概観してみると,投資 ･EET走フォンドO-)

地方分散化債向の貫徹によって,先進的地域の独占的地位と重工業特化地域優先Lいう

聴徴をもつ戦前型地域構造が,第2次大戦を経験し60年代初頭を画期として,以上2つ

の特徴をもちながら将来的にはそれを解消する条件が一定形成されている60年代地域構

造に移行したこと,そしてこの点に現段階のソ連経済が到達していることが明らかにさ

れるD60年代地域構造はフォント装備度の側面からは,発展の異なるヨ-1]ヅ/く･ウラ

ル部一 シベリア.塵兼部- 中央アジ7･カザフスタン部の三重の地域構造をもちつ

つ,地域間格差の解消を展望しているが,蓄接された基本的イソ77ソストラクチュ7

の側面からは=-ロツ-く.ウラル部と中央アジア･カザフスタン部,シべ ,)7･極東部

との間には大きな格差があり,平準化への困難が明らかにされる｡また国民所得の生産

- 分配の地域構造の側面からは,高い生産性と経済発展水準をもつ先進的地域で生産

された国民所得が後進的なシベ リア ･極東部と中央7ン7 ･カザフスタン郡に分配さ

れ,そこでの開発と経済発展を推進し,地域間平準化の歩みを保障している構造が解明
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される｡このような地域構造の変化と平準化の中で,国定フォンドが絶対的にも相対的 '

にも増加している地域,特にソべ1)ア･極東部で,同定7オ/ド効率が他の地域よりも

低件>なっていることがわかる｡以 卜,価借的視点からの分析は,ソ連の経済発展路線

を素制約に保障するはずの固定フォントの地域構造の変化と平準化の進行が同時にソ連

経済の発展の抑制作用の要田ともなっているという矛盾関係を導きだす｡これが本報告

の主要な結論である｡


